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▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
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除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

介護の現場で働きませんか特集

特 集

介護の現場で働きませんか

介護が必要な高齢者を社会全体で支える
仕組みとして、介護保険制度が平成12年
に創設され、高齢者の生活を支える制度
の１つとして定着してきました。今後、
高齢化が一層進む中で、ひとり暮らしや
高齢者のみの世帯、認知症高齢者など、
介護や何らかの支援を必要とする高齢者
がますます増加することが予想されます。
11月11日は介護の日。介護業界で働く
ことについて考えてみませんか？
問い合わせ　介護保険課

求
め
ら
れ
る
介
護
職
員

　
令
和
４
年
度
現
在
、
約
２
１
５
万

人
が
介
護
業
界
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

４
年
後
に
は
約
25
万
人
多
い
約
２
４

０
万
人
が
必
要
で
、
さ
ら
に
14
年
後

の
令
和
22
年
に
は
約
２
７
２
万
人
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
で
み
て
も
、
令
和
４
年
現

在
19
万
３
９
７
４
人
に
対
し
、
令
和

8
年
度
に
は
21
万
５
４
８
１
人
（
２

万
１
５
０
７
人
増
）
が
必
要
で
、
さ

ら
に
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以

上
と
な
る
令
和
22
年
度
に
は
、
23
万

５
２
１
０
人
が
必
要
と
な
り
、
６
万

１
８
７
７
人
が
足
り
な
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
国
で
は

介
護
職
員
の
確
保
の
た
め
、
処
遇
改

善
、多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
、外

国
人
材
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど

と
い
っ
た
介
護
人
材
確
保
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
令
和
４
年
度

介
護
従
事
者
処
遇
状
況
等
調
査
に
よ

る
と
、
介
護
職
の
平
均
給
与
に
関
し

て
は
平
成
24
年
に
月
額
約
27
万
円
だ

っ
た
賞
与
等
込
み
給
与
が
、
令
和
４

年
に
は
約
32
万
円
ま
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
介
護
労
働
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
介
護
職
員
２
万

６
９
９
人
の
う
ち
46
・
４
％
の
人
が

「
仕
事
の
内
容
・
や
り
が
い
」
に
対
し

て
「
満
足
・
や
や
満
足
」
と
回
答
し

て
お
り
、「
不
満
足
・
や
や
不
満
足
」

と
回
答
し
て
い
る
人
は
、わ
ず
か
８
・

４
％
で
し
た
。

　11月11日は、介護についての理解
と認識を深め、介護サービス利用者と
その家族、介護従事者などを支援する
日です。この機会に、介護の仕事への
理解・認識を深めましょう。
　府では、大阪城天守閣、太陽の塔な
どのブルーライトアップを実施します。
そのほか、介護の魅力発信動画「介護
にキュン」もYouTubeで配
信中です。詳細は府ホームペ
ージをご確認ください。

介
護
の
仕
事
と
は
？

　
介
護
の
仕
事
は
、
支
援
の
必
要

が
あ
る
高
齢
者
な
ど
が
、
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
事
で
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
一
人
の
人
に

対
し
て
、
多
く
の
職
種
が
関
わ
り

支
え
て
い
ま
す
。
職
種
に
よ
っ
て

高
齢
者
と
の
関
わ
り
方
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
職

種
に
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

介護職員
介護施設などで日常生活のサ
ポートを行います。入浴や排せ
つ、食事の介助やレクリエーシ
ョンなど、さまざまな仕事があ
ります。

訪問介護員（ホームヘルパー）
利用者の自宅に訪問し、日常生
活のサポートを行います。入浴
や排せつ・食事などの介助だけ
でなく、掃除や洗濯、調理、通
院のお手伝いをします。

 介護支援専門員（ケアマネジャー）
介護を必要としている人に対
し、本人の状態に応じた適切な
介護サービスが受けられるよう
計画を作成し、介護事業所や市
役所と連絡調整を行います。

出
典
：
厚
生
労
働
省
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
職
員
の
必
要
数
に
つ
い
て
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市内介護事業所などで構成され、
研修会の実施などで地域全体の

介護サービスの質の向上に取り組んでいる
「市ケアネットワーク会議」の
お二人に話をうかがいました。

自
立
し
た
生
活
へ
の
支
援

　
「
出
産
も
あ
り
一
度
離
れ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
働
き
た
く
て
介

護
業
界
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、
て
ら
も
と
ケ
ア
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
働
く
畑は

た

口ぐ
ち

さ
ん
。
手
に
職
を
つ

け
よ
う
と
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得

し
、
少
し
で
も
困
っ
て
い
る
高
齢

者
の
力
に
な
れ
る
な
ら
と
介
護
職

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

出
産
を
機
に
退
職
し
ま
し
た
が
、

ケ
ア
マ
ネ
資
格
を
活
か
し
現
事
業

所
で
子
育
て
を
し
な
が
ら
再
就
職

す
る
こ
と
に
。

　
「
脳
出
血
で
出
か
け
る
の
も
難

し
か
っ
た
人
が
野
球
観
戦
に
行
っ

医療法人生登会
てらもとケアプランセンター

取材協力

た
り
と
、
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
っ

て
だ
ん
だ
ん
と
元
気
に
な
り
、
本

人
が
望
む
生
活
・
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
す
畑
口
さ
ん
。
ケ

ア
マ
ネ
の
仕
事
は
生
活
の
意
向
や

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
必
要
な
こ

と
や
で
き
る
こ
と
、
支
援
す
べ
き

こ
と
を
見
極
め
、
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
で
す
。
ど
の
社
会
資
源
を
活

用
す
る
か
を
考
え
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

幸
福
感
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
「
高
齢
者
の
方
の
半
分
も
生
き

て
い
な
い
私
に
は
、
ど
ん
な
人
生

を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
か
想
像
も
つ

河内長野市で働く若者の仕事と暮らし

特別編

介護支援専門員（ケアマネジャー）　畑口さん

障
が
い
関
連
か
ら
介
護
の
世
界
へ

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
か
ん

で
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
阪
部
さ

ん
。
介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
利
用

者
宅
に
行
き
、
入
浴
や
食
事
の
介

助
と
い
っ
た
身
体
介
護
や
、
掃
除

や
買
い
物
な
ど
の
家
事
全
般
の
生

活
援
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
管

理
者
と
し
て
、
利
用
者
の
状
態
に

変
化
が
あ
れ
ば
随
時
ケ
ア
マ
ネ
へ

伝
え
る
な
ど
、
事
業
所
全
体
の
業

務
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
元
々
、
障
が
い
関
連
の
事
業
所

で
働
い
て
い
た
阪
部
さ
ん
。
現
社

長
の
長
崎
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
て

も
ら
い
、
転
職
を
決
め
ま
す
。
転

職
前
、
介
護
業
界
は
給
料
が
安
く
、

思
い
だ
け
で
は
続
け
ら
れ
な
い
と
考

え
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
長
崎
さ

ん
か
ら
給
与
面
や
高
齢
化
に
よ
る

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
介
護
業
界

に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
転
職
を

決
意
し
ま
し
た
。

で
き
る
能
力
を
引
き
出
す
援
助

　
現
在
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
障
が
い
者
へ
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
る
阪

部
さ
ん
。「
最
近
出
か
け
ま
し
た

か
な
ど
、
さ
り
げ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
相
手
を
知
る
た
め

の
血
の
通
っ
た
会
話
が
大
事
」
と

話
し
ま
す
。
や
る
こ
と
を
最
低
限

行
え
ば
い
い
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り
よ

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　
「
介
護
保
険
制
度
は
自
立
や
重
度

化
防
止
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

介護の現場で働きませんか特集

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

価
値
観
を
覆
す
く
ら
い
の
い
ろ
ん

な
選
択
肢
や
考
え
が
あ
っ
て
、
ケ

ア
マ
ネ
の
仕
事
は
正
解
が
な
い
。

そ
こ
が
大
変
な
と
こ
ろ
で
す
が
、や

り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
」
と
畑
口

さ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
信
頼
関
係
を

築
け
る
の
か
を
日
々
考
え
な
が
ら

接
し
、
人
生
の
先
輩
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
は
家
族
の
イ
ロ
イ
ロ
な
形

を
幅
広
く
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。そ
し
て
高
齢
に
な

っ
て
も
人
生
の
幸
福
感
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寺
元
記
念
病
院
内
で
、12
人
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
所
属
す
る
て
ら
も
と
ケ
ア

プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
。
左
上
写
真
は
、
系

列
の
て
ら
も
と
医
療
リ
ハ
ビ
リ
病
院
内

で
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
様
子
。
左
下

写
真
は
、
市
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

の
ケ
ア
マ
ネ
と
相
談
す
る
畑
口
さ
ん
。

株式会社エムケアーズ
ヘルパーステーションみかん

取材協力

20
人
ほ
ど
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

同
社
で
は
、
20
〜
30
代
も
多
く
、
子

ど
も
の
急
な
発
熱
な
ど
急
遽き

ょ

休
み
を

取
れ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
ヘ
ル
パ

ー
同
士
で
連
携
。
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

介護福祉士　阪部さん

　合同就職面接会・説明会を開催します。
とき　11月27日㈬午後２時～４時▷受
付は午後３時45分まで
ところ　ハローワーク河内長野
参加企業　４社（予定）
※ハローワークカード（あれば）と、履
歴書（応募したい企業分）を持参。
申込　電話で下記へ▷空き枠があれば当
日参加も可
問ハローワーク河内長野　事業所サービ
ス部門（☎53-3081▷部門コード31#）

　介護の現場で清掃や食事の配膳など、身体介護以
外の周辺業務を担う「介護助手」の概要や仕事内容
について聞いてみませんか。
対象　介護助手に興味がある人（介護業務の既従事
者は除く）
とき・内容　12月11日㈬午後２時～２時45分＝説
明会、午後２時45分～４時15分＝合同就職説明会
ところ　ノバティホール（ノバティながの南館内）
定員　30人（先着順）
申込　介護助手導入支援事業
申込フォームから
問セントスタッフ株式会社（☎03-6803-5624）

介護助手の合同就職説明会介護就職デイ

で
き
る
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
姿
が

見
ら
れ
る
と
達
成
感
が
あ
り
、や
っ

て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
逆
に
心
残
り
が
あ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
で
す
が
後
日
、
家
族
の

方
か
ら
、
あ
り
が
と
う
の
手
紙
を

い
た
だ
い
た
時
に
救
わ
れ
ま
し
た

ね
」
と
語
る
阪
部
さ
ん
。
今
後
の

目
標
は
「
安
心
し
て
ヘ
ル
パ
ー
を

頼
め
て
、
河
内
長
野
で
訪
問
介
護

と
い
え
ば
み
か
ん
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
知
名
度
が
上
が
る
よ
う
引
き

続
き
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

（市ケアネットワーク会議ケアマネ部会）

（市ケアネットワーク会議訪問部会）
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●ヘイトスピーチゆるさへん！
◎11月は「大阪府ヘイトスピーチ
解消推進条例」啓発推進月間

特定の人種や民族を排斥する差別的言動（ヘ
イトスピーチ）は、差別意識を生むことにつなが
る許されない行為です。条例の趣旨を理解し、
全ての人がお互いに人種や民族の違いを尊重し
あって共生する社会を築きましょう。
問府人権擁護課（☎ 06-6210-9282）

7
外国人の人権を
尊重しよう

12月４日～10日は

12月10日は国連が定めた「人権デー」。この日
を最終日とする1週間を「人権週間」と定め、
全国的に人権啓発活動を展開しています。

人権週間

「人権を尊重する」といっても私たち一人ひとりが
できることは様々で人それぞれ。誰かの真似ごと
はできなくても、「自分とどうつながっているのか、
何ができるのか」を考えてみませんか。
12月16日まで市役所では下記のいくつかの課
題に関する啓発ポスターなどの展示を行います。
問人権推進課

17の啓発活動強調事項国が掲げる

各人権課題の詳細は
法務省ホームページへ

●大阪府インターネット誹謗中傷・
トラブル相談窓口「ネットハーモニー」
　SNS上で誹

ひ

謗
ぼ う

中傷の書き込みをされ
た、ネット上で差別と思われる情報を見た、誹謗
中傷する書き込みをしてしまった、相談先が分か
らない、そんな時は1人で悩まずご相談ください。
◎ LINE・電話・面接相談（☎06-6760-4013、℻
06-6760-4014▷月～土曜日午後４時～ 10時、
第２日曜日午後１時～６時▷面接は要予約）
※受付は終了の30分前まで▷祝日・年末年始を除く。
問府人権擁護課（☎ 06-6210-9284）

12
インターネット上の
人権侵害を
なくそう

●北朝鮮人権侵害問題啓発週間
（12月10日～16日）
国民一人ひとりが拉

ら

致
ち

問題の経緯を
知り、解決に向けて考えましょう。市役所でアニメ「め
ぐみ」のDVD放映（12/2～16）、キックスでブルー
ライトアップ（12/10～16）を実施します。
問人権推進課

●拉致被害者の情報をお寄せください
　警察では、北朝鮮による拉致容疑事案として判
断した13件19人のほかにも、北朝鮮による拉致
の可能性を排除できない事案について警察庁・各
都道府県警察本部のウェブサイト上に掲載してい
ます。どんな些細な情報でもお寄せください。
問河内長野警察署（☎ 54-1234）

13
北朝鮮当局による

人権侵害問題に対する
認識を深めよう

●11月は児童虐待防止推進キャ
ンペーン
◎心配な子どもがいる場合や子

育てに悩んだ時は気軽にこども子育て課へ
子ども自身がSOSを出すことは難しく、みな

さんからの連絡が支援の第１歩となり、虐待から
守ります。また、子どもにイライラをぶつけてし
まった時なども、一人で悩まずご相談ください。
◎その他相談窓口
・こども相談総合窓口（☎ 53-8001）
・児童相談所虐待対応ダイヤル（☎ 189 ▷
24時間対応）
問こども子育て課

●人権を考える市民の集い
講演会「みんなとおなじくできないよ」～こど
もの人権をきょうだい児の視点から考える～
小児科医で作家の湯浅正太さんのお話です。

とき　11月23日㈷午後１時30分～３時30
分（開場は午後１時）
ところ　ラブリーホール
定員　300人（抽選）
申込　はがきかファクス（℻
53-1955）に代表者の住所、氏
名、電話番号と同伴者氏名（３人
まで）を記入して11月13日（当日消印有効）
までに下記へ▷下記QRからも可
※手話通訳・要約筆記あり▷１歳～就学前児
童の一時保育あり（申込時に子の氏
名・年齢を記入）。
問人権協会（人権推進課内）

2
こどもの人権を
守ろう

●女性に対する暴力をなくす運動
（11月12日～ 25日）
　配偶者や恋人からの暴力、性犯

罪、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー
行為などの暴力は、人権を著しく侵害するも
のであり、決して許されません。女性に対する
暴力のない社会を目指しましょう。
◎女性の人権ホットライン
（☎ 0570-070-810 ▷ 11 月 13 日㈬～ 19
日㈫午前８時 30分～午後 7時▷土・日は午
前 10時～午後 5時）
※期間終了後は平日午前８時 30分～午後５
時 15分で引き続き相談を受けます。
◎DV相談ナビ（☎♯ 8008）
◎府女性相談センター（☎ 06-6946-7890
▷ 24時間受付）
◎警察のDV相談（♯ 9110 ▷緊急の場合
はためらわずに 110番通報を）

●パープル・オレンジライトアップを実施
　女性に対する暴力根絶のシンボル、パープ
ルリボンと、児童虐待防止のシンボル、オレ
ンジリボンにちなんでライトアップします。
とき・ところ　①11月１日㈮～30日㈯日
没～午後10時＝キックス、②11月15日㈮・
16日㈯午後５時～７時30分（16日は午後
7時まで）＝天野山金剛寺多宝塔
拝観料　200 円（女性と中学生以下は無料）
▷金堂で法要（両日とも午後６時～）あり
◎キックスでパネル展示も
問パープルライトアップ＝男女共同参画セン
ター（キックス内、☎ 54-0003）、オレンジ
ライトアップ＝こども子育て課

1
女性の人権を
守ろう

数ある人権課題の中から５つ
の課

題に
かかわ

る啓発・相談活動をお知らせします。知ること から理解を深めま
しょ
う。

人権

湯浅さん

①女性の人権を守ろう
②こどもの人権を守ろう
③高齢者の人権を守ろう
④障害を理由とする偏見や差別をなくそう
⑤部落差別（同和問題）を解消しよう
⑥アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
⑦外国人の人権を尊重しよう
⑧感染症に関連する偏見や差別をなくそう
⑨ハンセン病患者・元患者やその家族に対する
偏見や差別をなくそう
⑩刑を終えて出所した人やその家族に対する偏
見や差別をなくそう
⑪犯罪被害者やその家族の人権に配慮しよう
⑫インターネット上の人権侵害をなくそう
⑬北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識
を深めよう
⑭ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
⑮性的マイノリティに関する偏見や差別をなくそう
⑯人身取引をなくそう
⑰震災等の災害に起因する偏見や差別をなくそう

PICK UP

PICK UP

PICK UP

PICK UP

PICK UP

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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安
全
安
心

11
月
は
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
月
間

　
強
化
月
間
の
重
点
は
、
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
、
自

転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
、

放
置
自
転
車
の
追
放
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
都
市
計
画
課

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
危
機
管
理
課

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
訓
練

　
災
害
時
や
緊
急
事
態
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急

情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災
行

政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き・内
容
11
月
５
日
㈫
午
前
10

時
＝
緊
急
地
震
速
報
訓
練
、11
月
20

日
㈬
午
前
11
時
＝
情
報
伝
達
訓
練

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

守
り
た
い
未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心

●
11
月
９
日
〜
15
日
は
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死

者
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
２
８
）

普
通
救
命
講
習

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
を
含
め
た
応
急

手
当
な
ど
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
含
む

普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

11
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
（
事
前
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
あ
り
▽
修
了
者
は
午
後
２
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　
大
阪
南
消
防
組
合
柏
羽

藤
消
防
署
（
藤
井
寺
市
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込

11
月
22
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

問
大
阪
南
消
防
局
救
急
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
３
２
）

健　

康

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）値
が
高
め（
６
．

９
％
未
満
）
で
糖
尿
病
の
治
療
を

受
け
て
い
な
い
市
民

と
き

11
月
19
日
㈫
、
12
月
17
日

㈫
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

　犯罪被害者は、周囲の無理解や無関心、
孤立や疎外という二次的な被害にも苦し
んでいることを理解しましょう。府警察
では次の窓口を設け相談に応じています。
◎性犯罪被害相談 ☎ 06-6941-0110
◎暴力団・けん銃相談 110番
☎ 06-6941-1166
◎悪質商法 110番 ☎ 06-6941-4592
◎少年相談 ☎ 06-6944-7867
◎列車内ちかん被害相談（女性警察官が対応）
☎ 06-6885-1234
◎ストーカー110番 ☎ 06-6937-2110
◎覚せい剤 110番 ☎ 06-6943-7957
◎警察相談室 ☎ 06-6941-0030
問河内長野警察署（☎ 54-1234）

迷わず相談を
●事件・事故の被害者への相談や付き添
いを行います
　支援は無料・秘密厳守で
行っています。
相談　☎ 06-6774-6365

問大阪被害者支援アドボカ
シーセンター
（☎ 06-6771-7600）

11月25日～12月１日は
犯罪被害者週間

　
市
長
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
政
の
各
分
野
で
活
躍
も
し
く
は

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人

や
団
体
の
中
か
ら
、
市
長
表
彰
規

程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
個
人
の
部

大お
お

谷た
に

豊と
よ

富と
み

さ
ん
（
小
山
田
町
）

　
市
内
の
商
工
業
振
興
に
貢
献

垣か
き

内う
ち

孝た
か

重し
げ

さ
ん
（
高
向
）

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

片か
た

瀬せ

雅ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
（
清
見
台
）

　
魅
力
発
信
と
観
光
振
興
に
貢
献

市
長
表
彰

◆
団
体
の
部

旭
ケ
丘
自
主
防
災
委
員
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

石
仏
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
会　
　

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推　

　
進
に
貢
献

上
天
見
地
区
自
主
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

上
高
向
地
区
農
業
活
性
化
協
議
会

　
市
内
の
農
業
振
興
に
貢
献

喜
多
ガ
ー
デ
ン
ヒ
ル
自
治
会
自
主

防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

北
貴
望
ケ
丘
防
災
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

楠
小
学
校
区
つ
な
が
ろ
会

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推　

　
進
に
貢
献

中
片
添
町
自
主
防
災
委
員
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

南
花
台
ま
ち
づ
く
り
会

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推　

　
進
に
貢
献

楠
翠
台
自
主
防
犯
防
災
委
員
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

西
代
区
自
治
会
自
主
防
災
組
織

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

古
野
区
自
主
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

松
ケ
丘
連
合
町
会
自
主
防
災
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

文
化
の
日

晴
れ
の
受
賞

令
和
６
年
度
の
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が
こ
の
た
び
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
氏
名
・
団
体
名
は
50
音
順
）。

な
お
、表
彰
式
は
11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
か
ら
キ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
ま
す
。

問
秘
書
課  

幸こ
う

原は
ら

晴は
る

彦ひ
こ

さ
ん
（
木
戸
東
町
）

　
地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

樽た
る

谷た
に

進す
す
む

さ
ん
（
小
山
田
町
）

　
平
和
行
政
の
推
進
に
貢
献

西に
し

野の

明あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん
（
上
原
町
）

　
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

福ふ
く

田だ

耕こ
う

一い
ち

さ
ん
（
河
合
寺
）

　
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

山や
ま

口ぐ
ち

竜り
ゅ
う

司じ

さ
ん
（
汐
の
宮
町
）

　
地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

吉よ
し

川か
わ

章あ
き

子こ

さ
ん
（
東
片
添
町
）

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

美
加
の
台
南
海
ア
ー
バ
ン
パ
レ
ス

自
主
防
災
組
織

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

南
青
葉
台
防
災
委
員
会

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

向
野
上
町
会
自
主
防
災
組
織

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
自
由
ケ

丘
合
同
自
主
防
災
組
織

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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◎
寡か

婦ふ

年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
の
夫
が
原
則

10
年
以
上
保
険
料
を
納
め
年
金
を

受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
10
年

以
上
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
妻
に
60

〜
65
歳
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。
寡

婦
年
金
を
請
求
し
た
場
合
、
死
亡

一
時
金
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

◎
死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
で
原
則
３
年

以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
年
金

を
受
け
ず
に
死
亡
し
、
生
計
を
同

一
に
す
る
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

◎
障
が
い
基
礎
年
金

20
歳
に
な
る
前
や
第
１
号
被
保

険
者
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る
病

気
や
け
が
が
原
因
で
障
が
い
の
状

態
に
な
っ
た
時
に
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
窓
口
課

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

給
付
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
、

掛
け
金
は
給
付
の
型
と
口
数
、
年

齢
、
性
別
で
決
ま
り
、
納
め
る
金

額
は
一
定
で
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
時
に
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
け
取
る

年
金
に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適

川
や
溝
に

廃
油
な
ど
を
捨
て
な
い
で

　

市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

河
川
か
ら
の
廃
油
な
ど
が
浄
水
場

に
流
入
し
、
運
転
を
停
止
し
て
施

設
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
故
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
暖
房
な
ど
で
油
類
を
使

う
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
水
源
保

全
の
た
め
河
川
な
ど
に
油
類
や
ご

み
を
捨
て
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課

Ｓ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か

●
標
準
営
業
約
款
制
度

　
消
費
者
や
利
用
者
を
保
護
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

従
っ
て
営
業
し
て
い
る
理
容
店
、

美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め

ん
類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
は
Ｓ

マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
、
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
事
故
賠
償
基

準
に
基
づ
き
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問（
公
財
）府
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
４
３
・
５
６
０
３
）

用
さ
れ
る
な
ど
、
税
制
面
で
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
第

１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被
保

険
者
（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

と
海
外
居
住
の
人
）
▽
保
険
料
を

免
除
中
の
人(

産
前
産
後
免
除
を

除
く)

や
農
業
者
年
金
に
加
入
中

の
人
は
対
象
外

※
こ
の
基
金
に
加
入
す
る
と
国
民

年
金
の
付
加
保
険
料
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
近
畿
支
部

（
☎
０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
は
免
除
制
度
な
ど
の
ご
利
用
を

●
保
険
料
免
除
制
度

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
学

生
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
就
学
期
間

が
短
い
専
門
学
校
な
ど
は
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

外
出
困
難
者
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
出
張
申
請・交
付
サ
ポ
ー
ト

　
病
気
や
身
体
の
障
が
い
な
ど
に

よ
り
外
出
で
き
な
い
人
を
対
象
に

行
政
書
士
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
出
張
申
請
や
交
付
サ
ポ
ー
ト

の
た
め
訪
問
し
ま
す
。

と
き　
①
12
月
14
日
㈯
、
②
１
月

12
日
㈰
、
③
２
月
８
日
㈯

申
込　
①
は
11
月
５
日
〜
29
日
、②

は
12
月
５
日
〜
25
日
、③
は
１
月
６

日
〜
24
日
ま
で
に
先
着
順
で
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル（shinsei@

osaka-
gyoseishoshi.or.jp

▽
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
）で
大
阪
府
行
政
書
士
会（
☎

06
・
６
９
４
３
・
７
５
０
１
）
へ

※
当
日
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。定
員
な
ど
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
紐
づ
け
を
サ
ポ
ー
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
、
保
険
証
・
公
金
受
取

口
座
の
紐
づ
け
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

窓
口
を
市
内
６
か
所
に
設
置
し
ま

し
た
。
現
行
の
保
険
証
は
令
和
６

年
12
月
に
原
則
な
く
な
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
紐

づ
け
が
ま
だ
の
人
は
そ
れ
ま
で
に

予
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
▽
免
除
な
ど
の
対
象

と
な
る
所
得
基
準
や
手
続
き
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
期

間
は
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、

受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
▽
10
年
以
内
な
ら

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▽
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
所
得
の
減
少
が
あ
っ
た
人

が
対
象
と
な
る
臨
時
特
例
措
置
は

令
和
４
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

●
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間
）、申
請
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
妊
娠
85
日
未
満
は
対
象
外
。

問
天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎
06
・

６
７
７
２
・
７
５
３
１
）
ま
た
は

市
民
窓
口
課

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　
市
役
所
、
キ
ッ
ク
ス
、

ゆ
い
テ
ラ
ス
、
く
す
の
か
ホ
ー
ル
、

老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田
公
民
館
、

三
日
市
公
民
館

※
紐
づ
け
に
は
ご
自
身
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

問
市
民
窓
口
課

保
険
・
年
金

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

●
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

今
年
度
の
保
険
料　
第
１
号
被
保

険
者
＝
月
額
１
万
６
９
８
０
円

●
第
１
号
被
保
険
者
に
は
独
自
の

給
付

　
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
第
１
号

被
保
険
者
に
は
、
次
の
と
お
り
独

自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

◎
付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
▽

申
請
月
か
ら
納
付
可
能
）
を
納
め

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
の
人
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
。

れ
ま
す
の
で
、年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
し
た
人
＝
11
月
上
旬
、10

月
１
日
〜
12
月
31
日
に
今
年
初
め

て
納
付
す
る
人
＝
来
年
２
月
上
旬

●
電
子
版
の
交
付

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
か
ら
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
、
ｅ-

Ｔａ
ｘ
で

利
用
で
き
る
電
子
版
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
子
版
の
利

用
方
法
や
送
付
時
期
な
ど
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
電
子
版
の
登
録
を
行
っ

て
い
る
人
に
は
、
郵
送
に
よ
る
控

除
証
明
書
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
▽

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
☎
03
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

▽
自
動
音
声
案
内
）
ま
た
は
天
王

寺
年
金
事
務
所
（
☎
06
・
６
７
７

２
・
７
５
３
１
）

出
張
年
金
相
談
会

　
天
王
寺
年
金
事
務
所
職
員
に
よ

る
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
全
般
に

関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

11
月
19
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
50
分

と
こ
ろ　
市
役
所

申
込

11
月
11
日
〜
18
日
に
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意

し
て
電
話
で
左
記
へ
（
受
付
時
間

は
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
５
時
15
分
）

※
市
役
所
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎
06
・

６
７
７
２
・
７
５
３
１
▽
音
声
案

内
で
１
↓
２
を
入
力
）

こ
ん
な
時
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
使
え
ま
せ
ん

　

単
な
る
肩
こ
り
や
疲
労
回
復
を

目
的
と
し
た
施
術
や
疾
病
予
防
の

た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康
保

険
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。使
用
で
き

る
の
は
、柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術

の
場
合
、
打
撲
・
ね
ん
ざ
・
脱
臼
な

ど
で
す
。
ま
た
、
医
師
が
必
要
と
認

め
た
施
術
で
、リ
ウ
マ
チ
そ
の
他
慢

性
的
な
疼と

う

痛つ
う

を
主
症
と
す
る
疾
患

で
の
、
は
り
・
き
ゅ
う
や
筋
麻
痺
な

ど
で
、医
療
上
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必

要
と
す
る
症
状
の
場
合
で
す
。

※
健
康
保
険
を
使
う
時
の
注
意
点

な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課
ま
た
は
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
06
・
４

７
９
０
・
２
０
３
１
）

暮
ら
し

消費生活
相談員コラム

消費生活
ウォッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700

　
昨
年
度
の
消
費
生
活
相
談

７
７
６
件
の
う
ち
、
定
期
購

入
に
関
す
る
も
の
が
61
件
あ

り
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
増

加
傾
向
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
わ
な
い
た
め
の
対
策
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
１
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
を
見
て
、

育
毛
剤
を
注
文
し
た
。
効
果

が
な
け
れ
ば
い
つ
で
も
解
約

で
き
る
と
書
か
れ
て
い
た
が
、

４
回
購
入
が
条
件
だ
と
言
わ

れ
解
約
で
き
な
い
。

【
事
例
２
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
に

シ
ミ
が
隠
せ
る
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
の
広
告
が
頻
繁
に
表

示
さ
れ
る
。
お
試
し
で
購
入

し
た
と
こ
ろ
、
定
期
購
入
だ

っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

定
期
購
入
に
は
回
数
し
ば

り
の
あ
る
も
の
、い
つ
で
も
解

約
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
て

も
、
解
約
期
日
が
限
ら
れ
て

い
る
も
の
、
解
約
方
法
が
複

雑
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
２
回
目
以
降
が
高
額
で

あ
っ
た
り
、
複
数
個
届
く
な

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
も
様
々
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
注
文
前
に
解
約
に
つ
い

て
の
記
載
内
容
を
よ
く
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た

だ
し
、
す
べ
て
の
内
容
を
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。広

告
の
内
容
や
注
文
を
確
定
す

る
画
面
は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
購
入
時
の
表
示
を
再
現

す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
多

く
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
際
の

証
拠
と
な
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
時
は
、消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

購
入
す
る
前
に

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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子
育
て

こ
ど
も
え
い
ご
村

　
英
語
で
お
買
い
物
体
験
を
し
よ
う
。

対
象　
市
内
在
住
在
園
在
学
の
幼

稚
園
・
保
育
園
児
と
小
学
生

と
き

11
月
30
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
45
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

申
込

11
月
10
日
ま
で

に
下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
社
会
教
育
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）を
自
由
に
手
に
取
っ
て

楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

と
こ
ろ　
図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

す
く
す
く
歯
科
相
談

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
乳
幼
児
期

の
個
別
歯
科
相
談
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
保

護
者

と
き
・
と
こ
ろ
12
月
13
日
㈮
、１

月
28
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

＝
ゆ
め
っ
く
、
２
月
20
日
㈭
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
＝
あ
い
っ
く

持
ち
物　
使
用
中
の
子
ど
も
用
歯

ブ
ラ
シ

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

プ
レ
マ
マ
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
や
緊
張
を

ゆ
る
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ゆ
っ
た
り
話
し

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
産
後
の
生

活
は
ど
う
変
わ
る
の
か
の
お
話
も

あ
り
ま
す
。

対
象　
妊
娠
中
の
市
民

と
き

11
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
親
に
な
る
市
民

と
き

12
月
６
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容　
①
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科

検
診
（
母
親
の
み
）・
む
し
歯
菌
検

査
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
、
②
助
産
師
か
ら
の

お
話

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

消
防
フ
ェ
ア
２
０
２
４

　
子
ど
も
を
対
象
に
放
水
、
ロ
ー

プ
渡
り
、
は
し
ご
車
乗
り
な
ど
の

体
験
が
で
き
ま
す
。

※
は
し
ご
車
は
子
ど
も
（
３
歳
〜

小
学
生
）
に
整
理
券
配
布
後
抽
選
。

と
き

11
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
大
阪
南
消
防
組
合
河
内

長
野
消
防
署

※
詳
細
は
大
阪
南
消
防
局
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
河
内
長
野
消
防
署

（
☎
53
・
０
１
１
９
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

対
象　
市
内
の
０
歳
〜
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

と
き
11
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
、12

月
４
日
㈬
・
18
日
㈬
午
前
10
時
〜

10
時
30
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員　
８
組
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き

11
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
16
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き

11
月
９
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

16
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き

11
月
２
日
㈯
・
23
日
㈷
午

前
11
時
〜
、
30
日
㈯
午
後
２
時
〜

（
30
分
程
度
）▽
23
日
は
保
護
者
も

入
場
可

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と11月11日㈪・18日㈪午前
10時～午後３時30分▷７日㈭＝「ゆうみ先生と音
楽を楽しもう！」（午前11時30分～）、15日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷11月
13日㈬＝「絵本でスマイルキャラバン隊」を実施▷
11月７日㈭・18日㈪＝「プレママ・あかちゃん優
先タイム」（午後）▷開催日は毎回マグネットシアタ
ー、手遊びなども▷詳細はインスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 11月 13日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 11月 15日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、
おうち時間の過ごし方などをお気軽にご応
募ください。選考のうえ、広
報紙やホームページ、市公式
ＳＮＳなどに掲載します。
問広報広聴課

市民が撮る身近なニュース写真

市民
投稿

成長の記念に時々手形足形をとっ
てます！

今回はお月見をイメージしてみまし
た(o^^o)

高向の田んぼの彼岸花 今年は遅
咲きだったけど綺麗に咲きました

毎月撮ってる月齢フォト！今月はグリコ看板のような写真が撮れました！笑

毎年、寺ヶ池公園で落ち葉を拾いながら色画用紙に貼り付けて冠に！秋といえば落ち葉で写真が映える！

　家庭で不要になった子
ども服を回収し希望する
人に無料でお渡しする「ぐ
るぐるマルシェ」を開催
します。
とき　11 月 16 日㈯午前 11 時～午後
２時 （時間指定入替制▷品物がなくなり
次第終了▷ 20分ごと９回）
ところ　あいっく
申込　11 月 1 日正午～ 11
月 13 日に右記QR もしくは
市ホームページから。
問環境衛生課

ぐるぐるマルシェ

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
親
子
が
自
由
に
遊
べ
る
場
で
す
。

対
象　
未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き・と
こ
ろ　
11
月
22
日
㈮
＝
中

片
添
第
１
公
園
、
28
日
㈭
＝
鳴
尾

公
園
、
▽
午
前
10
時
30
分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
雨
天
中
止
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
会

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

と
き　
11
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
双
子
育
児
中
マ
マ
パ
パ
の
交
流
会

対
象　
双
子
や
三
つ
子
以
上
の
多

胎
児
を
妊
娠
中
や
、
未
就
学
の
子

ど
も
を
育
児
中
の
親
と
そ
の
子
ど

も
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

と
き　
11
月
11
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
!!

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
で
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
11
月
21
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
45
分

定
員　
20
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
2
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
11
月
26
日
㈫
、
12
月
10
日

㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽
２
回

と
き　
11
月
25
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

定
員　
８
組
（
抽
選
）

①
～
⑤
の
申
込　
11
月
７
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話

番
号
、
催
し
名
、
子
育
て
で
気
に

な
る
こ
と
を
記
入
し
て
、
11
月
７

日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒

586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1
ノ
バ

テ
ィ
な
が
の
北
館
5
階
）
も
可
。

�
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
、

�
50
・
４
６
６
５
）

シ
リ
ー
ズ

定
員　
12
組
（
抽
選
）

③
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

で
、
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、
仲

間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
６
年
６

月
1
日
～
９
月
25
日
生
ま
れ
の
第

1
子
と
そ
の
母
親

と
き　
11
月
25
日
㈪
、
12
月
２
日

㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
午
後
１
時

～
３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

④
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
の
会

～
わ
が
子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ー
と

を
作
り
ま
し
ょ
う
～

　
育
児
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と

な
ど
、
交
流
を
し
な
が
ら
マ
タ
ニ

テ
ィ
シ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

は
ー
と
を
記
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
未
就

学
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
赤
ち
ゃ

ん
の
同
室
可
）

と
き　
12
月
９
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

定
員　
15
人
（
抽
選
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
５
人
）

⑤
育
児
講
座
「
親
子
で
リ
ズ
ム
」

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
楽

し
く
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
で
２
歳
以
上
の

未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

放
課
後
児
童
会
新
年
度
入
会
受
付

対
象　
来
年
度
の
小
学
１
年
～
６

年
生
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に

よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
状
態
が

月
に
17
日
以
上
あ
り
、
そ
の
状
態

が
３
か
月
以
上
継
続
す
る
人

申
込　
12
月
1
日
～
７
日
に
左
記
へ

※
月
曜
日
は
キ
ッ
ク
ス
休
館
の
た

め
受
付
で
き
ま
せ
ん
▽
募
集
要
項

は
11
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
左
記
窓
口

や
市
内
の
認
定
子
ど
も
園
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

�
放
課
後
児
童
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
１
０
０
０
）

事
業
所

創
業
セ
ミ
ナ
ー

●
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援

　
創
業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。
受
講
後
は
起
業

の
際
の
様
々
な
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
～

５
時
、
14
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ
▽
14

日
は
創
業
体
験
談
を
交
え
た
交
流

会
あ
り

と
こ
ろ　
市
商
工
会
（
昭
栄
町
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
11
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
市
商
工
会
（
☎
53
・
９
９
０
０
）

税　

金

個
人
事
業
税
第
２
期
分

　
12
月
２
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア

プ
リ
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

市
税
の
納
付
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
今
年
度
の
市
税
（
市
民
税
・
府

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
）
の
う

ち
、
す
で
に
納
期
限
を
過
ぎ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
を

も
う
一
度
確
認
し
、
ま
だ
納
付
し

て
い
な
い
場
合
は
、
至
急
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
納
付
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

業　種 内　容

建設工事 土木、建築、舗装、設備、解体、
配給水管などの建設工事

物品購入・
管理業務等

事務用品、電化製品、車両、
燃料、日用品、食料品、衣料
などの販売、印刷、建物管理、
機械類保守、各種計量などの
業務、リースなど

建設コンサ
ルタント等

建設コンサルタント、建築設
計、測量、補償コンサルタ
ント業務など

　市と上下水道事業では、右表
の一般および指名競争入札の参
加資格審査申請の受付（業者登
録受付）を行います。
申請受付　12月２日㈪～ 20日
㈮に申請書（11月 11 日㈪から
市ホームページでダウンロード
可▷契約検査課窓口でも配置）
を一般書留郵便か簡易書留郵便
（当日消印有効）で同課へ（持参
不可）
内容　右表のとおり
�契約検査課

令和７・８年度の
競争入札参加資格審査の申請を追加受付

多
言
語
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

　
世
界
ご
っ
た
煮
フ
ェ
ス
（
本
紙

24
ペ
ー
ジ
）
で
多
言
語
お
は
な
し

会
を
同
時
開
催
し
、
い
ろ
い
ろ
な

言
語
で
書
か
れ
た
絵
本
を
自
由
に

手
に
取
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

と
き　
11
月
17
日
㈰
正
午
～
午
後

４
時　

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

●もぐもぐ教室
対象　市内在住で生後５か月
前後の子どもの保護者
と き　11 月 27 日 ㈬、12 月
20日㈮午後１時 15分～２時
15分
内容　離乳食（生後５～８か
月ごろ）の進め方など
定員　８人（先着順）
●かみかみ教室
対象　市内在住で生後９か月
前後の子どもの保護者
とき　11 月 29 日㈮午後１時
15分～２時 15分

内容　離乳食（生後９～ 18か
月ごろ）の進め方など
定員　８人（先着順）
●離乳食・幼児食相談会
対象　市内在住で離乳期から
就学前の子どもの保護者
とき　12 月５日㈭午前９時
50分～正午
内容　管理栄養士と歯科衛生
士による個別相談
定員　４人（先着順）
申込　いずれも電話で下記へ
�保健センター（☎55-0301）

保健センター
子どもの健康教室・相談

便利な機能で快適生活

 

　９月 11日に市役所で開催されたスマホ教室。
QRを読み取る方法や、アプリを使った乗換案内
の検索方法など便利な機能を学びました。参加者
は「乗換案内をさっそく使っていこうと思います」
と目を輝かせていました。

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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障
が
い
者

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ｍマ

ム
ｕ
ｍ
利
用
児
募
集

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

特
性
に
合
わ
せ
た
療
育
と
保
護
者

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

（
令
和
７
年
４
月
時
点
）ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員

60
人
（
抽
選
）

申
込

11
月
８
日
〜
12
月
９
日
に

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

●
説
明
会
を
開
催

と
き

11
月
15
日
㈮
午
前
・
24
日

㈰
午
前
・
26
日
㈫
午
前
（
要
申
込

▽
前
日
ま
で
に
左
記
へ
）

問
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ｍ

ｕ
ｍ
（
☎
55
・
２
２
７
２
）

講
演
会
〜
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の

就
労
や
自
律
に
つ
い
て
〜

　
就
労
や
自
律
、
親
と
し
て
で
き

る
こ
と
な
ど
、
講
師
自
身
の
子
育

て
や
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
経

験
か
ら
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
子
ど

も
の
発
達
や
子
育
て
に
悩
む
保
護

者
、
支
援
者

と
き

11
月
29
日
㈮
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　
キ
タ
バ
あ
か
み
ね

定
員

40
人
（
抽
選
）

申
込

11
月
15
日
ま
で
に
左
記
へ

※
就
学
前
の
子
ど
も（
7
か
月
〜
）

の
保
育
あ
り
▽
先
着
5
人
。

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

就　

労

仕
事
選
び
に
役
立
つ
！

職
業
適
性
セ
ミ
ナ
ー

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
共
催

11
種
類
の
検
査
な
ど
で
基
礎
的

な
能
力
を
測
定
す
る
「
一
般
職
業

適
性
検
査
」
で
自
分
の
適
性
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
15
歳
〜
49
歳
で
求
職
中
の
人

と
き

11
月
25
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

職種 区分 年齢要件 受験資格 募集
人数

事
務
職
員

保
育
士

社会人等 昭和54年4月2日から平成7
年4月1日までに生まれた人 保育士資格登録が済み、かつ幼稚園教諭

免許を持つ人、または令和7年3月まで
に登録及び免許取得見込みの人

2人
程度

上級 平成7年4月2日から平成15
年4月1日までに生まれた人

技
術
職
員

土
木

社会人等 昭和49年4月2日から平成7
年4月1日までに生まれた人

次のいずれかに該当する人
① 土木施工管理技術検定に定める指定
学科を卒業した人または令和7年3月ま
でに卒業見込みの人
② 受験申込日現在で2級以上の土木施
工管理技士の資格を持つ人 ４人

程度
上級

平成7年4月2日から平成
15年4月1日までに生まれ
た人

上級・
副主査級
【経験者】

平成元年4月2日から平成7
年4月1日までに生まれた人

次のすべてに該当する人
① 受験申込日現在で2級以上の土木施
工管理技士の資格を持つ人
② 3年以上（受験申込日時点）の土木に
関する実務経験を有する人

建
築

社会人等 昭和49年4月2日から平成7
年4月1日までに生まれた人

次のいずれかに該当する人
① 2級以上の建築士の受験資格を得るこ
とのできる学校を卒業した人または令和
7年3月までに卒業見込みの人
② 受験申込日現在で2級以上の建築士
または2級以上の建築施工管理技士の資
格を持つ人 １人

程度

上級
平成7年4月2日から平成
15年4月1日までに生まれ
た人

上級・副
主査級
【経験者】

平成元年4月2日から平成
7年4月1日までに生まれ
た人

次のすべてに該当する人
① 受験申込日現在で2級以上の建築士
または2級以上の建築施工管理技士の資
格を持つ人
② 3年以上（受験申込日時点）の建築に
関する実務経験を有する人

※区分の「社会人等」は中途採用全般、「上級」は大学卒業程度の基礎能力を問う試験となります。

市
職
員
募
集

　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
を

持
ち
、
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
受
験
資
格　
左
表
の
と
お

り採
用
予
定
日　
令
和
７
年
４
月
１

日
（
技
術
職
員
に
つ
い
て
は
一
部

異
な
り
ま
す
）

※
募
集
案
内
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
▽
人
事
課
で

も
配
布
。

申
込

事
務
職
員
（
保
育
士
）
＝

11
月
11
日
㈪
ま
で
、
技
術
職
員
＝

令
和
７
年
３
月
７
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課

　本市は今、人口減少が進んでいるものの、
他市町村への転出人口は縮小傾向にありま
す。加えて、15 歳未満の人口は転出より転
入が上回っており、子育て世帯に選ばれ始め
ています。まさに、「消滅可能性自治体」から
脱却するターニングポイントを迎えており、
市として次世代への投資にシフトし、子育て

営業部長の公募を開始！
～「稼ぐ力」と「まちの価値を売り込む力」～

支援の充実を図る絶好のタイミングです。
　しかし、新たな支援メニューが届けたい世
代に届かなければ意味がありません。大切な
ことは、「支援策＝商品」を売り込むためのプ
ロモーションを展開することです。そのため、
来年度から新たに設置予定の「成長戦略局 営
業部」で陣頭指揮をとる「営業部長」を公募（11
月17日まで）しています。民間企業などで培っ
た専門的なノウハウを活かし、市政運営に「新
たな風」を吹き込んでほしいと考えています。
　「営業部」では他にも、ふるさと納税の返礼
品開拓による「外貨＝本市への寄附額」を稼
ぐための戦略と企画立案を行います。さらに、
市の資産を有効活用し、運用益・活用益の増
加により新たな財源を生み出し、住民サービ
スのさらなる向上につなげます。

西野修平の

TEAM
KAWACHI
NAGANO

市長 's VOICE

●キタバあやたホール職員
業務内容　来館者受付および事務補助など
資格　ワード、エクセルなど簡単なパソコ
ン操作ができる人
勤務日　週２日程度（土日勤務あり）午前
８時 45分～午後５時 15分
任用開始日　令和７年１月から
時給　1137 円（予定）
人数　１人程度▷浴室関係の業務があるた
め女性限定で募集
試験　筆記・面接など
申込　写真付きの履歴書を持って 11 月
11日までに下記へ
問地域福祉高齢課

●放課後児童会支援業務補助職員（冬休み
期間）
業務内容　放課後児童会支援補助業務
資格　子どもの育成支援について知識・経
験を有する人（大学生可）
勤務日　冬休み期間中の月～土曜日（祝日
除く）午前８時～午後６時の間の６時間程度
時給　1205円
人数　10人
申込　写真付きの履歴書を持って 11月９
日までに下記へ
問放課後児童課（キックス内、☎54-1000）

会計年度任用職員募集

申
込

11
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
南
河
内
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
26
・
９
４
４
１
）

就
活
・
入
社
後
に
も
活
か
せ
る

実
践
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

　
企
業
で
マ
ナ
ー
研
修
を
担
当
し

て
い
る
講
師
が
演
習
な
ど
を
通
じ

て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
伝
授
し
ま
す
。

と
き

12
月
３
日
㈫
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
）

定
員

25
人
（
先
着
順
）

申
込

11
月
６
日
か
ら

12
月
２
日
ま
で
に
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら

問
富
田
林
市
商
工
観
光
課

（
☎
25
・
１
０
０
０
）

自
衛
官

応
募
資
格　
高
等
工
科
学
校
生
徒

＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
中
学
校
を

卒
業
（
見
込
み
含
む
）
し
た
17
歳

未
満
の
男
子

募
集
期
間　
一
般
＝
１
月
16
日
ま
で

（
推
薦
の
場
合
は
11
月
29
日
ま
で
）

問
自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

（
☎
24
・
３
７
９
９
）

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

健
康

人
権

暮
ら
し

保
険・年
金

障
が
い
者

就
労

事
業
所

税
金

子
育
て

高
齢
者

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ
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